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研究成果の概要（和文）：筋委縮性側索硬化症患者のニーズを把握したうえで、排尿ケアに関わる医師や看護職
など多職種が連携して運動機能障害と下部尿路機能障害のアセスメントを行い、個別な患者の状態に適した包括
的排尿ケアを計画した。3か月間の介入を実施することで、排尿の状態や骨盤底筋の筋力維持、排泄用具に関連
する情報を入手し活用することで、患者が望む排泄状態を維持または改善することを目的としたプログラムを作
成し、評価した。患者は、自立した排泄の維持を求めているが不安を感じていた。多職種連携により包括的排尿
ケアが実施されて、排尿の主観的評価は有意な変化は示されなかったが、骨盤底筋訓練による骨盤底筋の収縮力
と尿失禁は改善を認めた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is threefold: to understand the needs of 
continence care of patients with amyotrophic lateral sclerosis（ALS）, to clarify the problems of 
excretion care recognized by nurses who specialize in continence care and ALS disease care, and to 
develop an integrated program suitable for an individual patient's condition by assessing motor 
dysfunction and lower urinary tract dysfunction in cooperation with various occupations such as 
doctors and nurses involved in continence care. The patient wanted to maintain independent 
excretion, but was anxious due to insufficient information. Performance of comprehensive urinary 
care through multidisciplinary cooperation, and subjective evaluation of urination had minimal 
effect, although pelvic floor muscle training improved pelvic floor muscle contraction and urinary 
incontinence.

研究分野：看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
筋委縮性側索硬化症患者は運動機能障害を伴うため、次第に排泄自立の維持が困難になる。本研究では個別な状
態を適切に評価したうえで包括的な排尿ケアを計画実施することで、運動機能が障害を受けても、下部尿路機能
を可能な限り維持することと身体状況に適した排泄用具を活用することで、可能な限り自分の力で排尿したいと
いう患者の希望する状況を保つことに役立つと考えられる。このような取り組みは、患者の将来において尿路感
染の予防や介護者の負担軽減にも役立つ可能性があることが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
難病である筋萎縮性側索硬化症は疾病の原因や進行において不明な点が多いが、仙髄のオヌ
フ核は末期まで保たれ、他の運動神経細胞とは異なる（Okamoto，Acta Neuropathol，1991）。
平成 23 年～24 年の厚生労働省科学研究障害者対策総合研究事業『重度進行性障害者の QOL 向 
上と自立支援に向けた意思伝達装置の開発と臨床評価に関する研究』（研究代表者中山優季）で
は、新たなコミュニケーション手段として、骨盤底筋群の一部である外肛門括約筋に着目し、そ
の動きを導出するプローブ開発研究が行なわれた。 
研究の過程で申請者の排泄看護・下部尿路機能障害リハ領域と融合して、骨盤底筋群の動きに 
よる筋力と収縮力の測定が実現し報告した（谷口，中山他，大腸肛門機能研究会，2013）。最初
に１症例において、指診、2 種類の内圧測定機器、筋電図測定部位を 2 箇所で比較、会陰超音
波測定を用いて測定したところ全ての方法で動きが確認できた（谷口，中山他，日本排尿機能学
会，2013）。さらに、症例数を増やし横断計測すると、動きが確認される患者と動きが確認でき
ない患者がいることが示された（中山，谷口他，大腸肛門研究会，日本排尿機能学会，2013）。 
この状態が、疾患の進行に由来する症状であるのか、長期間の廃用性が原因であるかについて 
の先行研究は国内外に見当たらず、平成 25 年度より挑戦的萌芽研究の研究課題『筋萎縮性側索
硬化症患者の骨盤底筋訓練は機能維持と QOL 向上に寄与できるか?』に取組み縦断検証を続けて
いる。現在までの対象患者数は 6 名であるが、骨盤底筋訓練を 6 ヶ月間行なうことにより、4 
名の患者で外肛門括約筋の筋力の向上が示された（谷口，中山他,日本排尿機能学会,2015）。向
上に至らなくても、全身運動機能が低下する進行とは一致せず、排泄機能は維持できている。 
この研究では排泄機能と同時に QOL 調査も行なっており、その結果として研究対象者らの排泄 
機能維持への関心は高く将来の排泄に関する質問が多く聞かれることが示された。 
全身運動機能が低下し進行する過程で、介護状況によっては長期留置カテーテルが挿入され
て、尿路感染や膀胱萎縮が引きおこされるリスクの高いケア方法が行なわれている現実もあっ
た。 
以上のことから、ALS 患者が社会参加を続けるために排泄を管理することは重要なことである。
しかし、現在疾患の進行に伴う運動･呼吸状態に対する研究に比べ排泄に関する研究は殆ど行な
われていなかったため、これからは ALS の病状や生活環境と排泄機能の維持についてより詳細
な研究が必要であると考えた。 

  

２．研究の目的 
 
本研究では、以下の１）２）の目的を明らかにしたうえで、３）の目的であるプログラム開発と
評価を行った。 
 
１）排泄ケアと難病ケアを専門とする看護師にインタビューを行い、ALS患者に対する排泄ケ    
アの実態と排泄自立支援のために認識した課題を明らかにする。  
 
２）ALS患者からの排泄ケアに対するニーズを明らかにする。 
 
３）要介護に至るまでに必要なセルフケアとして骨盤底筋訓練や膀胱訓練を実施すること、運動
機能が低下しても自立排尿を続けるための排泄用具の情報提供を含めた統合プログラムを開発
し、3か月後の評価を行う。 
 
３．研究の方法 
 
１） 排泄ケアと難病ケアを専門とする看護師にインタビューを行い、ALS 患者に対する排泄ケア 
の実態と排泄自立支援のために認識した課題を明らかにする。 
  インタビューでは、ALS の排泄ケアの経験から実態を把握するために、患者の状況とケアの  
実際、幾つかのケア経験から看護師が認識した課題を自由に語ってもらい、質的に分析した。 
 
２） ALS 患者に対して排泄ケアに対するニーズ調査では、排尿自立に対する考えと排泄ケアに対
する希望について自由に語ってもらい、語られた内容を質的に分析した。 
 

３） 患者が期待する排泄自立に近づく方法をプログラム化した。プログラムの構成は、日常生活
習慣（飲水量調整）、膀胱訓練、バイオフィードバック療法で確認を行う骨盤底筋訓練の指
導と自宅での日々の訓練の継続実施、排泄用具の情報の提供と必要時使用方法の説明を行
い、対面指導時に患者の気持ちの表出をはかり、患者の気持ちに寄り添い、プログラムを実
施した。評価方法は、主要下部尿路症状（CLSS）、過活動膀胱症状スコア（OABSS）、尿失禁
質問票（ICIQ）、骨盤底筋が収縮する動きの評価には超音波画像上の移動値を計測した。 

 



４．研究成果 
 
１） 排泄ケアを専門とする看護師が ALS 患者に対する排泄ケアの実態と排泄自立支援のために
認識した課題 
排泄ケアを専門とする認定看護師らは、ALS 患者が病状の進行に伴い、身体機能が低下する
ことは理解しているが、進行の長期的な見通しが不明瞭なため、排泄の自立を目指した介入
の対象者となるか、要介護への進行が避けられない状況でいつ自立から要介護の排泄ケア
方法に移行するかという、ALS の長期的な見通しに適した排泄ケアの方法に課題があると感
じていた。 

 
２） 難病看護を専門とする看護師が ALS 患者に対する排泄ケアの実態と排泄自立支援のために
認識した課題 
 難病看護を専門とする難病看護師は、ALS 疾患に伴う長期的な見通しは立つものの、病気  
の進行に適した排泄ケアの方法が行えているか、他にも良い方法はないのだろうか、という
ケアのアセスメントや方法そのものに課題があると認識していた。 
 

３） 排泄ケアを専門とする看護師と難病看護を専門とする看護師が、双方の立場から協働して
排泄のアセスメントやケア計画を実施していることはあまり行われていないことが明らか
になった。 
 

４） ALS 患者が期待する排泄ケア 
ALS 患者は、運動機能が低下することで将来的に排泄のケアが自分で行えなくなるだろう
という予測を持っているものの、その時にどのような方法があるのかというイメージはな
く、漠然とおむつに排泄する状況になると考えていた。できるだけ自立した方法で排泄した
いという希望があるが、どのような方法があるかという情報を入手することはできておら
ず、漠然と将来に対する不安を感じていた。 
 

５） ALS の進行による運動機能障害と下部尿路機能障害に応じた排尿プログラムの検討 
ALS の疾患の進行に伴う運動機能障害の状況と、下部尿路機能障害の程度について、排泄  
ケアの専門家と神経難病看護の専門家、研究協力者である排泄障害を専門とする泌尿器科
専門医師と神経難病を専門とする神経内科専門医師からの意見を得ることで、疾患の進行
に適した多職種連携のアセスメントを行い、ALS 患者の排泄への希望を確認後、期待する状
況に近づくための包括的排尿ケアを計画した。計画には、包括的排尿ケア計画として、日常
生活の工夫、膀胱訓練、バイオフィードバック療法を用いた骨盤底筋訓練の実施、自立を維
持するための排泄用具の情報提供と具体的な使用方法を含めた。対面で情報提供や指導を
行う際には、気持ちの表出を図り、気持ちに寄り添うケアを実施した。 

 
６） 排尿プログラム前後の骨盤底筋の筋力の変化と排尿状態の評価 
 包括的排尿ケアの実施前後では、排尿状態を示す尺度では有意な変化が示されなかった
が、経腹超音波による間接的な骨盤底筋の収縮力の評価からは確実な動きが示され、腹圧性
尿失禁の自覚症状は改善傾向が示された。 

 
７）定期的なプログラム下で指導を行い、患者の気持ちに寄り添い気持ちを支えることで、患者  
は希望を表祝しやすくなり、適切なケアや情報の提供が受けられることとなり、下部尿路機  
能の維持や改善が示される成果が期待できると考えられた。 
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